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●合格予想点　36 点±１

　　平成３０年度宅地建物取引士本試験　解答予想　 (H30.10.23現在）

下記の正解番号は解答予想として、また、合格予想点は問題の難易度から、いずれも当社が予想したものです。

試験結果等が確定したものではありませんので、ご注意ください。

また、本解答予想や試験内容に関するご質問は、対応いたしかねますので、予めご了承願います。

＜試験概要＞

●全般的な難易度の印象

　権利関係は昨年と比べて誤りの文章を選択する問題が多かったので、権利関係全体では易しかったと思われます。法令上の制

限は、法改正点の「田園住居地域」について問１６と問１９で出題されていたが、法令上の制限全体では例年よりやや易しかったと

思われます。税金問題の2問のうち問２３の登録免許税の問題は難しかったと思います。問25の不動産の鑑定評価の問題及び問

46～問50のその他法令等の問題は例年並みの難易度であったと思われます。宅建業法の問題は、直近の法改正内容である「建

物状況調査」が３問で出題されており、また、報酬額の上限に関する告示の改正内容の出題もあったが、個数問題での出題が３問

と昨年よりも３問少なかったので、宅建業法全体としては、昨年よりも易しかったと思われます。以上から、昨年よりも全体としてや

や易しかったと思われるので、合格点は、昨年より１点高い３６点前後と考えます。

●出題分野における今年の特徴的な出題

民法の問題では、問８の判決文を読ませたうえでの設問では、最高裁判決平成１７年１２月１６日（賃借人の原状回復義務）から出

題されていました。法令上の制限及び宅建業法では、上記の改正点からの出題がありました。


